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経験

選択

履修の前提条件

授業概要　（Course Outline）

授業を通して修得できる力　（Competency Goals）

多文化・異文化に関する知識の理解 　Multiple Culture / Different Culture

人類の文化・社会と自然に関する知識の理解 　Human Culture / Society / Nature ○
コミュニケーション・スキル　Reading / Writing / Speaking / Listening

数量的スキル　Mathematics

情報リテラシー　Information Literacy

論理的思考力　Logical Thinking / Creative Thinking ○
問題解決力　Problem Solving ○
建学の精神 University Founding Philosophy

自己管理力　Self‐management

チームワーク　Teamwork

リーダーシップ　Leadership

倫理観　Ethical Sense

市民としての社会的責任　Social Responsibility ○
生涯学習力　Lifelong Learning ○

到達目標　（Objectives）

事前学習の内容

事後学習の内容

能動的学習【アクティブラーニング】の内容　（Active Learning）

教員との連絡方法・オフィスアワー　（Office Hour）

その他　（Others）・外部試験との関連・学習の確認（ポートフォリオの作成と提出）について

判例を簡略化した事例を題材にするので、学生諸君に適用条文や法律関係を考えてもらう。

質問等は、授業の前後の時間やオフィスアワーを積極的に利用してもらいたい。

「法学（法学入門）」、「日本国憲法」を履修済みであることが望ましい。

授業計画にしたがって、テキストの該当箇所を読んでおくこと。

再度テキストを読み返したり、参考書で調べたりして、理解を深めておくこと。

欠席した場合には、その回の授業内容を学習したレポートを提出してもらう。（提出しない場合は、定期試験の受験を
認めない。）
学習の確認：ポートフォリオシート「科目別履修確認チェック表」に必要事項を記入し最終講義時に提出すること。

入学年度
Admission Year

開講学年・学期
School Year, Semester

単位数
Credit

授業担当者
Instructor

科目名
Class

～218 2年生・前期 2単位 丹羽　崇之民法Ⅰ（契約総論）

私たちの私的生活関係は、二つの生活関係から成り立っている。契約のような、経済的取引活動を中心とする生
活関係と、夫婦や親子、相続などの家族に関する生活関係である。前者に関する法規範を財産法といい、後者
に関する法規範を家族法という。民法は、この二つを規律していて、市民生活の基本となる法律である。本講で
は、財産法のうち、契約を中心に学ぶ。

知識・理解の観点
Knowledge and Understanding

汎用的技能の観点
Generic Skills

態度・志向性の観点
Personal Qualities

私法のルールを理解し、市民生活を営むうえで必要となる民法の基本的知識、考え方を身につける。



授業計画　（Course Schedule）

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

教科書　（Textbooks）

参考文献　（Reference Books）

成績評価方法　（Grading Criteria / Method of Evaluation）

平常点（受講態度、ミニテスト）30％、定期試験70％により総合評価する。

民法基本判例集〔第3版補訂版〕 遠藤浩・川井健編 勁草書房 978-4326451036

書名　Title 著者名　Author 出版社　Publisher ISBNコード　ISBN Code

テーマ Theme

書名　Title 著者名　Author 出版社　Publisher ISBNコード　ISBN Code

ポケット六法　平成31年版 宇賀克也他編 有斐閣 978-4641009196

民法Visual Materials〔第2版〕 池田真朗他編 有斐閣 978-4641137745

定期試験

第１章　民事法

第２章　民法と民法典（１）　民法の意義、構造、歴史

第２章　民法と民法典（2）　民法の指導原理

第３章　権利と義務

第４章　法律行為（1）　契約・法律行為

第４章　法律行為（2）　意思表示の瑕疵、無効と取り消し

民事法入門〔第7版〕 野村豊弘 有斐閣 978-4641221055

第４章　法律行為（3）　権利能力・意思能力・行為能力

第５章　代理制度（1）　代理の意義

第５章　代理制度（2）　無権代理・表見代理

第７章　契約（1）　契約の成立、契約の効果、契約の不履行

第７章　契約（2）　不動産の売買契約

第７章　契約（3）　動産の売買契約

第７章　契約（4）　贈与、交換、消費貸借、使用貸借

第７章　契約（5）　賃貸借、雇用、請負

第７章　契約（6）　委任、寄託、組合、終身定期金、和解


